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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示装置において、
　入力画像信号を輝度信号、色相信号及び彩度信号に変換して出力する第１信号変換手段
と、
　前記第１信号変換手段から出力された色相信号を変化させることにより色相調整を行う
色相調整手段、及び前記第１信号変換手段から出力された彩度信号を変化させることによ
り彩度調整を行う彩度調整手段を含む第１色調整手段と、
　前記第１色調整手段における前記色相調整手段で調整された色相信号、前記第１色調整
手段における前記彩度調整手段で調整された彩度信号、及び前記第１信号変換手段から出
力された輝度信号をＲＧＢの３原色信号に変換して出力するための第２信号変換手段と、
　前記第２信号変換手段から出力された前記３原色信号の各色の信号を個別に調整可能な
第２色調整手段と、
　前記第２信号変換手段から出力された前記３原色信号に基づき画像を表示する表示デバ
イスと、
　前記第１色調整手段による調整と前記第２色調整手段による調整とを切り換えるための
切換手段と、を備え、
　前記第１色調整手段で色相及び彩度が調整された信号に基づく第１画像と、前記第２色
調整手段で前記３原色信号のうち少なくとも一つが調整された信号に基づく第２画像とを
ともに、前記表示デバイスの画面上に表示可能にしたことを特徴とする画像表示装置。
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【請求項２】
　請求項１に記載の画像表示装置において、前記第１画像はテレビ画像であり、前記第２
画像はパソコン画像であることを特徴とする画像表示装置。
【請求項３】
　画像表示装置において、
　入力画像信号を輝度信号、色相信号及び彩度信号に変換して出力する第１信号変換手段
と、
　前記第１信号変換手段から出力された色相信号を変化させることにより色相調整を行う
色相調整手段、及び前記第１信号変換手段から出力された彩度信号を変化させることによ
り彩度調整を行う彩度調整手段を含む第１色調整手段と、
　前記第１色調整手段における前記色相調整手段で調整された色相信号、前記第１色調整
手段における前記彩度調整手段で調整された彩度信号、及び前記第１信号変換手段から出
力された輝度信号をＲＧＢの３原色信号に変換して出力するための第２信号変換手段と、
　前記第２信号変換手段から出力された前記３原色信号の各色の信号を個別に調整可能な
第２色調整手段と、
　前記第２信号変換手段から出力された前記３原色信号に基づき画像を表示する表示デバ
イスと、
　切換手段と、を備え、
　前記切換手段は、第１画像と第２画像とをともに前記表示デバイスの画面上に表示する
場合に、前記第１、第２画像のいずれか一方に対して前記第１色調整手段を用いて色調整
し、他方に対して前記第２色調整手段を用いて色調整するように切換動作を行うことを特
徴とする画像表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の画像表示装置において、前記切換手段は、前記第１
または第２画像の表示位置に応じて前記切換動作を行うことを特徴とする画像表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の画像表示装置において、前記第２色調整手段は、前
記ＲＧＢの３原色信号の振幅及び直流レベルをそれぞれ調整可能であることを特徴とする
画像表示装置。
【請求項６】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の画像表示装置において、前記色相調整手段は、視聴
者の指示に応じて変化された色相の調整値を格納する第１のレジスタと、該第１のレジス
タに格納された調整値を前記色相信号に加算する加算器とを含み、前記彩度調整手段は、
視聴者の指示に応じて変化された彩度の調整値を格納する第２のレジスタと、該第２のレ
ジスタに格納された調整値を前記彩度信号に乗算する乗算器とを含むことを特徴とする画
像表示装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の画像表示装置において、更に、前記第１信号変換手
段から出力された輝度信号を変化させて輝度を調整可能な輝度調整手段を設けたことを特
徴とする画像表示装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかに記載の画像表示装置において、前記表示デバイスがプラズ
マ表示素子または液晶表示素子であることを特徴とする画像表示装置。
【請求項９】
　パソコン映像およびテレビ映像を表示可能な画像表示装置において、
　入力画像信号を輝度信号、色相信号及び彩度信号に変換して出力する第１信号変換手段
と、
　前記第１信号変換手段から出力された色相信号を調整することにより色相調整を行うた
めの色相調整手段、及び前記第１信号変換手段から出力された彩度信号を調整することに
より彩度調整を行うための彩度調整手段を含む第１色調整手段と、
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　前記第１色調整手段における前記色相調整手段で調整された色相信号、前記第１色調整
手段における前記彩度調整手段で調整された彩度信号、及び前記第１信号変換手段から出
力された輝度信号をＲＧＢの３原色信号に変換して出力するための第２信号変換手段と、
　前記第２信号変換手段から出力された前記３原色信号の各色の信号を個別に調整可能な
第２色調整手段と、
　前記第２信号変換手段から出力された前記３原色信号に基づき画像を表示する表示デバ
イスと、を備え、
　前記テレビ映像と前記パソコン映像とをともに前記表示デバイスの表示画面上に表示す
る場合に、該テレビ映像を前記第１色調整手段で、該パソコン映像を前記第２色調整手段
で色調整可能にしたことを特徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置において、色調整の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マルチメディア技術の進展とともにパソコンを使ったＶＴＲの編集など映像情報の取り
扱いが誰でも比較的簡単にできるようになってきている。映像ソースも多様化しておりＤ
ＶＤ、ＶＴＲ、衛星放送、パソコンなど各種の映像ソースをテレビやパソコンモニタなど
の表示装置で表示しており、従来のようにテレビ映像はテレビ受像器、パソコン信号はパ
ソコンモニタで表示するといった垣根がなくなってきている。
　ところで、映像信号の伝送は自然画を主体とするテレビ映像などは輝度と色信号（又は
色差信号）が一般的であり、パソコン出力ではＲＧＢ信号が一般的である。色合い調整は
テレビ受像機では色信号をベースにした色相、彩度調整が主体で、パソコンモニタではＲ
ＧＢ個別のレベル調整が主体である。
【０００３】
　最近のパソコンでは、文字やグラフィックスだけでなく自然画表示が当たり前になって
きており、自然画表示の際はテレビ的な感覚で、色相、彩度を調整したいといった要求が
ある。
　これに対し、例えばＡｄｏｂｅ社の画像レタッチソフトウェア「ＰｈｏｔｏＳｈｏｐ」
ではカラー調整モードを備え、ＲＧＢ調整と輝度、色相、色差の調整を選択できるように
なっており、対象の画像ファイルに対してデータ変換を行っている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
  しかしながら、上記公知例では、色合い調整には必ず上記ソフトウェアそのものが必要
になり、さまざまな表示画像に対して汎用的に色合い調整するには難があるという問題が
あった。
【０００５】
　本発明の目的は、好適に色調整を行うことができる技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、画像表示装置において、入力画像信号を輝度信号、色相信号及び彩度信号に
変換して出力する第１信号変換手段と、前記第１信号変換手段から出力された色相信号を
変化させることにより色相調整を行う色相調整手段、及び前記第１信号変換手段から出力
された彩度信号を変化させることにより彩度調整を行う彩度調整手段を含む第１色調整手
段と、前記第１色調整手段における前記色相調整手段で調整された色相信号、前記第１色
調整手段における前記彩度調整手段で調整された彩度信号、及び前記第１信号変換手段か
ら出力された輝度信号をＲＧＢの３原色信号に変換して出力するための第２信号変換手段
と、前記第２信号変換手段から出力された前記３原色信号の各色の信号を個別に調整可能
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な第２色調整手段と、前記第２信号変換手段から出力された前記３原色信号に基づき画像
を表示する表示デバイスと、前記第１色調整手段による調整と前記第２色調整手段による
調整とを切り換えるための切換手段と、を備え、
　前記第１色調整手段で色相及び彩度が調整された信号に基づく第１画像と、前記第２色
調整手段で前記３原色信号のうち少なくとも一つが調整された信号に基づく第２画像とを
ともに、前記表示デバイスの画面上に表示可能にしたことを特徴とする。
【０００７】
　また本発明は、画像表示装置において、入力画像信号を輝度信号、色相信号及び彩度信
号に変換して出力する第１信号変換手段と、前記第１信号変換手段から出力された色相信
号を変化させることにより色相調整を行う色相調整手段、及び前記第１信号変換手段から
出力された彩度信号を変化させることにより彩度調整を行う彩度調整手段を含む第１色調
整手段と、前記第１色調整手段における前記色相調整手段で調整された色相信号、前記第
１色調整手段における前記彩度調整手段で調整された彩度信号、及び前記第１信号変換手
段から出力された輝度信号をＲＧＢの３原色信号に変換して出力するための第２信号変換
手段と、前記第２信号変換手段から出力された前記３原色信号の各色の信号を個別に調整
可能な第２色調整手段と、前記第２信号変換手段から出力された前記３原色信号に基づき
画像を表示する表示デバイスと、切換手段と、を備え、
　前記切換手段は、第１画像と第２画像とをともに前記表示デバイスの画面上に表示する
場合に、前記第１、第２画像のいずれか一方に対して前記第１色調整手段を用いて色調整
し、他方に対して前記第２色調整手段を用いて色調整するように切換動作を行うことを特
徴とする。
【０００８】
　更にまた本発明は、パソコン映像およびテレビ映像を表示可能な画像表示装置において
、入力画像信号を輝度信号、色相信号及び彩度信号に変換して出力する第１信号変換手段
と、前記第１信号変換手段から出力された色相信号を調整することにより色相調整を行う
ための色相調整手段、及び前記第１信号変換手段から出力された彩度信号を調整すること
により彩度調整を行うための彩度調整手段を含む第１色調整手段と、前記第１色調整手段
における前記色相調整手段で調整された色相信号、前記第１色調整手段における前記彩度
調整手段で調整された彩度信号、及び前記第１信号変換手段から出力された輝度信号をＲ
ＧＢの３原色信号に変換して出力するための第２信号変換手段と、前記第２信号変換手段
から出力された前記３原色信号の各色の信号を個別に調整可能な第２色調整手段と、前記
第２信号変換手段から出力された前記３原色信号に基づき画像を表示する表示デバイスと
、を備え、
　前記テレビ映像と前記パソコン映像とをともに前記表示デバイスの表示画面上に表示す
る場合に、該テレビ映像を前記第１色調整手段で、該パソコン映像を前記第２色調整手段
で色調整可能にしたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、ＲＧＢ信号入力でも色合い調整が可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下本発明の実施の形態について、幾つかの実施例を用い、図を参照して説明
する。図１は本発明による液晶表示装置の第１の実施例を示すブロック図である。図にお
いて、１は信号源、２は原色信号（ＲＧＢ信号）を輝度信号Ｙと色差信号（Ｂ－Ｙ信号、
Ｒ－Ｙ信号）に変換するマトリクス回路、３は色相検出回路、４は彩度検出回路、５、６
は乗算回路、７、８は加算回路、９～１２はレジスタ、１３は色差再生回路、１４、１５
は乗算回路、１６は輝度信号Ｙ及び色差信号を原色信号に変換するマトリクス回路、１７
～１９は乗算回路、２０～２２は加算回路、２３～２８はレジスタ、２９は表示デバイス
である。なお、レジスタ９～１２はＲＡＭ等で構成され、マイコンからの指令に応じてレ
ジスタ９～１２の値が書きかえられる。
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　図１の各ブロックの構成例を以下に説明する。マトリクス回路２は例えば、図２の構成
で実現できる。図２は色信号を入力し、輝度信号と色差信号を出力するマトリクス回路の
一実施例を示すブロック図である。図において、３０～３３は乗算器、３４～３７は加算
器、３８～４１は係数器である。端子４２～４４に印加されたＲＧＢ信号はそれぞれ乗算
器３０～３２で係数器３８～４０が出力する係数が乗じられる。これら係数が乗じられた
Ｒ信号とＧ信号は加算器３４で加算され、更に、この加算器３４の出力とＢ信号を加算器
３５で加算することによって、輝度信号Ｙが生成される。また、Ｒ－Ｙ信号は乗算器３３
に係数器４１が出力する係数－１を乗算して得たマイナスの輝度信号－Ｙに端子４２に印
加されたＲ信号を加算器３６で加算することによって生成される。Ｂ－Ｙ信号は端子４４
に印加されたＢ信号に乗算器３３の出力であるマイナスの輝度信号－Ｙを加算することに
よって生成することができる。
【００２６】
　マトリクス回路１６は例えば図３の構成で実現できる。図３は輝度と色差信号を入力し
色信号を出力するマトリクス回路の一実施例を示すブロック図である。図において、４５
～４７は乗算器、４８～５１は加算器、５２～５４は係数器である。それぞれ端子５５～
５７に印加されたＹ信号、Ｒ－Ｙ信号、Ｂ－Ｙ信号はそれぞれ乗算器４５～４７で係数器
５２～５４が出力する係数が乗じられる。加算器４８で端子５５に印加された輝度信号Ｙ
と端子５６に印加されたＲ－Ｙ信号が加算され、この加算器４８の出力とＢ－Ｙ信号が加
算器４９で加算されることによってＧ信号が生成される。また、加算器５０で端子５６に
印加されたＲ－Ｙ信号に輝度信号Ｙを加算してＲ信号が生成され、加算器５１で端子５７
に印加されたＢ－Ｙ信号に輝度信号Ｙを加算することによってＢ信号が生成される。
【００２７】
　色相検出回路３は、例えば図４のような構成で実現できる。
　図４は色相検出回路の一実施例を示すブロック図である。図において、６０は除算回路
、６１はｔａｎの逆三角関数を得る回路（以下、ＡＴＡＮ回路と記す）である。除算回路
６０、ＡＴＡＮ回路６１はそれぞれＬＵＴ（Ｌｏｏｋ　Ｕｐ　Ｔａｂｌｅ）を使ったテー
ブル参照方式で簡単に実現できる（特に図示せず）。
【００２８】
　一方、彩度検出回路４は、例えば図５のような構成で実現できる。図５は彩度検出回路
の一実施例を示すブロック図である。図において、６２、６３は乗算回路であり、６４は
平方根回路（以下、ＲＯＯＴ回路と記す）である。乗算回路６２でＲ－Ｙ信号を２乗し、
乗算回路６３でＢ－Ｙ信号を２乗する。各乗算回路６２、６３の出力を平方根回路６４に
供給し、それらの和の平方根を取ることによって、彩度が得られる。
【００２９】
　乗算回路６２、６３、ＲＯＯＴ回路６４もそれぞれＬＵＴを使ったテーブル参照方式で
簡単に実現できる（特に図示せず）。
【００３０】
　Ｂ－Ｙ信号、Ｒ－Ｙ信号と、色相、彩度の関係を図６に示す。図６は色相と彩度の関係
を説明するための特性図であり、横軸（ｘ軸）はＢ－Ｙ信号のレベルを表わし、縦軸（ｙ
軸）はＲ－Ｙ信号のレベルを表わす。Ｂ－Ｙ信号とＲ－Ｙ信号のベクトル和が色相・彩度
をあらわすベクトルで、角度θが色相、大きさＳが彩度である。すなわち色相θは数１で
、彩度Ｓは数２で求めることができる。
【００３１】
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【数１】

【００３２】
【数２】

【００３３】
　図７は色差信号の色相と正規化したレベルを示す特性図である。色差再生回路１３も例
えばＬＵＴで実現でき、その入出力特性は図７のような三角関数になる。図７は横軸に角
度θ、縦軸にレベルの正規化した値Ｒを示す。入力θに対してＢ－Ｙ信号はＣｏｓ関数と
なっており、曲線６５で示され、Ｒ－Ｙ信号はＳｉｎ関数となっており、曲線６６でしめ
されている。
【００３４】
　次に、図１の動作について説明する。信号源１から出力されたＲＧＢ信号はマトリクス
回路２でＹ信号、Ｂ－Ｙ信号、Ｒ－Ｙ信号に変換され、Ｂ－Ｙ信号、Ｒ－Ｙ信号は色相検
出回路３、彩度検出回路４に入力され、色相θと彩度Ｓに変換される。色相θは加算回路
７でレジスタ１１の値と加算され色相θ´となり、色相がレジスタ１１の値の分だけ可変
される。彩度Ｓは乗算回路６でレジスタ１０の値と乗算され彩度Ｓ´となり、彩度がレジ
スタ６の値の分だけ可変される。なお、これらレジスタ１０、１１の値は視聴者の指示に
応じたマイコン（図示せず）からの指令に依って変化される。
【００３５】
  可変された色相θ´は色差再生回路１３に入力され、θ´に対応するＣｏｓ関数の値が
Ｂ－Ｙ信号として出力され、θ´に対応するＳｉｎ関数の値がＲ－Ｙ信号してを出力され
、乗算回路１４、１５でそれぞれ可変された彩度Ｓ´と乗算される。色差再生回路１３の
Ｂ－Ｙ出力、Ｒ－Ｙ出力は正規化された値であり、彩度Ｓ´でＢ－Ｙ信号、Ｒ－Ｙ信号の
大きさを決めることによって、再生したい真のＢ－Ｙ信号、Ｒ－Ｙ信号を生成している。
一方、輝度信号Ｙは乗算回路５でレジスタ９分だけ振幅を調整し、加算回路８でレジスタ
１２の分だけ直流レベルを調整したのちマトリクス回路１６に入力される。
【００３６】
  マトリクス回路１６では輝度信号Ｙ、色差信号Ｂ－Ｙ、Ｒ－ＹからＲＧＢ信号を生成す
る。マトリクス回路１６の後段にはさらにＲＧＢ信号それぞれに振幅と直流レベルを調整
できるように、乗算回路１７～１９、加算回路２０～２２がレジスタ２３～２８で可変さ
れるようにしている。マトリクス回路１６と表示デバイス２９の間に設けられている回路
は通常ＲＧＢを入力とする信号回路に備えられており、この回路では色相、彩度を調整し
ようとすると、輝度まで変化してしまう。ところが、ＲＧＢ信号を輝度信号、色差信号に
変換することによって、殆ど輝度を変化させることなく色相及び彩度を変化させることが
できる。
【００３７】
  上記構成において、マトリクス回路２及び色相検出回路３で原色信号を色相信号に変換
することができる。また、マトリクス回路２及び彩度検出回路４で原色信号を彩度信号に
変換することができる。以上のようにして処理された信号が表示デバイス２９に入力され
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て表示される。表示デバイスとしてはブラウン管表示素子や液晶表示素子、プラズマ表示
素子などＲＧＢ入力を備えるものならばなんでもよい。
【００３８】
　以上説明したように本実施例の構成によれば、信号源１からの同じ入力に対してレジス
タ１１、１０で色相、彩度、レジスタ９、１２で輝度を調整できると共にレジスタ２３～
２８でＲＧＢ別々に振幅と直流レベルが調整が可能となる。
【００３９】
　信号源１として例えばパソコンが接続された場合、その表示内容は文字やグラフィック
だけでなく自然画の静止画、動画がある。文字やグラフィックだけの場合、従来のように
ＲＧＢそれぞれの調整だけで好みの色合いにすることはできるが、自然画の場合ＲＧＢの
独立調整では好みの色あいにするのは至難の業である。自然画表示では肌色を少しピンク
色にしたいなど色相と彩度の調整に頼らざるを得ない。
【００４０】
　本構成によれば、使用者の要求に応じてレジスタ９～１２を調整して色相、彩度で調整
するか、レジスタ２３～２８を調整してＲＧＢ調整するかを選ぶことができ表示画像の調
整が非常に便利になる。
【００４１】
  以下、本発明による画像表示装置の第２実施例について、図８を用いて説明する。図８
は本発明による画像表示装置の第２の実施例を示すブロック図である。図８では、第１実
施例で説明したパソコン等からのＲＧＢ信号源１と輝度信号、Ｒ－Ｙ信号、Ｂ－Ｙ信号の
信号源７１を切換回路（以下、ＳＥＬと言う。）７０で切換られるようにしている。図１
と同じ機能を有するブロックには同一番号を付け、その説明を省略する。信号源７１は出
力信号形式が輝度Ｙと色差信号Ｂ－Ｙ、Ｒ－Ｙを備えるものであり、ＤＶＤプレーヤー出
力や衛星放送のセットトップボックス出力あるいはディジタルカメラの出力などである。
なお、色差信号Ｂ－ＹとＲ－Ｙを分けて表記しているが、信号源によっては色差信号Ｂ－
ＹとＲ－Ｙを時分割多重しているものもあり、必ずしもＢ－Ｙ信号とＲ－Ｙ信号の配線が
別れているものではない。
【００４２】
　本実施例の特徴はパソコンなどのＲＧＢ系出力を有する信号源１でも、輝度、色差を有
する信号源７１でも色相、彩度調整かＲＧＢ個別調整か使用者の要求に応じて自由に選択
できることであり、従来のようにテレビ映像では色相、彩度調整だけ、パソコン信号では
ＲＧＢ調整だけといった不便さを解消できることにある。ＳＥＬ７０以降の信号処理、動
作は第１実施例で説明したのでここでは省略する。
【００４３】
  以下、本発明の第３実施例を図９を用いて説明する。図９は本発明による画像表示装置
の第３の実施例を示すブロック図である。　図９は図１のブロック図に切換手段７２～７
９を設け、切換制御回路８０で上記切換手段７２～７９を切換制御して各調整値を時間的
に切換えるようにしている。なお、図１と同じブロックには同じ符号を付け、その説明は
省く。図９の切換制御は図１０のように画面Ａに画面Ｂがはめ込まれたような場合に
行なわれる。
【００４４】
  図１０は画面に他の画面をはめ込んだ場合の表示ディスプレイの正面図である。図１１
は画面に２つの画面をはめ込んだ場合の表示ディスプレイの正面図である。図１０におい
て、画面Ａの領域ではＲＧＢ調整、画面Ｂの領域では色相、彩度調整（ＹＳＨ調整と記す
）を行う。パソコン画面では文字、グラフィックに自然画をはめ込み表示する場合が多く
、本構成にて文字グラフィックはＲＧＢ調整、自然画はＹＳＨ調整とすることができる。
【００４５】
　図９の切換手段７２～７９は選択対象をそれぞれレジスタ値か“１”または“０”の固
定値のいずれかに切換える。例えば、切換制御回路８０から信号“１”が出力されると、
切換手段７２と７３はそれぞれ、固定値側に倒れ（接続され）、加算回路７では色相検出
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回路３の出力に“０”を加算し、乗算回路６では彩度検出回路４の出力を“１”倍する。
すなわち、色相も彩度も可変しない。
【００４６】
  一方、インバータ８１で切換制御回路８０の出力“１”が反転され“０”となるため、
切換手段７４～７９はそれぞれレジスタ２３～２５側に接続されるため、乗算回路１７～
１９ではＲＧＢそれぞれにレジスタ２３～２５の値が乗じられ、それぞれの振幅が可変さ
れ、加算回路２０～２２ではＲＧＢそれぞれにレジスタ２６～２８の値が加算され、それ
ぞれの直流レベルが可変される。
  すなわち、切換制御回路８０の出力タイミングに応じて色相、彩度調整がＲＧＢ調整Ｙ
ＳＨ調整かを切換ることができる。切換制御回路８０の切換制御タイミングは例えば信号
源１０１からの指示でよい。信号源１０１では図１０のようにはめ込んだＢ領域の位置情
報があるのでその位置情報を基に切換制御回路８０の切換動作を行う。切換制御回路８０
の構成は例えば、信号源１０１から受け取ったアドレス情報に基づきカウンタ回路（図示
せず）でタイミングパルスを発生すればよい。
【００４７】
  以上のようにして、はめ込まれた画像領域に対して色相、彩度を調整するＹＳＨ調整か
ＲＧＢ調整を使い分けることができる。なお、図１０ではＢ領域だけ色相、彩度調整とし
たが、使用者の要求に応じてＢ領域をＲＧＢ調整、Ａ領域を色相、彩度調整にできること
は、本発明の特徴である。
【００４８】
　さらに、図１１のようにはめ込み画像数が増えた場合でも、本発明は有効であり、図１
１のＢ領域、Ｃ領域で別々の色相、彩度調整が可能である。このためには、レジスタ１０
、１１のアドレスを表示領域Ｂ、Ｃのタイミングに合わせて切換制御回路８０で切換えれ
ばよい。
【００４９】
　次に、本発明の第４実施例について、図１２を用いて説明する。図１２は本発明による
画像表示装置の第４の実施例を示すブロック図である。本実施例の特徴は色相検出回路３
の出力を色相ＬＵＴ９０で入出力変換して任意の色相に変換することと、色相検出回路３
の出力を彩度ＬＵＴ９１で入出力変換して特定色相の彩度を任意に可変できることにある
。そのほかの回路動作は図１と同じなので詳細説明は省略する。
【００５０】
  図１３に色相ＬＵＴと彩度ＬＵＴの入出力特性例を示す。図１３（ａ）は色相の特定の
設定を示す色相ＬＵＴの特性図であり、図１３（ｂ）は彩度の特定の設定を示すＬＵＴの
特性図である。図１３（ａ）において、縦軸は角度で示した色相θであり、横軸はこの色
相を示すデジタル値Ｄである。また、図１３（ｂ）は横軸に色相θを、縦軸に正規化した
値Ｒを示す。図１３（ａ）に示すように、色相ＬＵＴでは特定色相を中心にその周辺色相
をわずかにずらしている。また、図１３（ｂ）に示すように、彩度ＬＵＴでは特定色相で
彩度を１倍より大きくして彩度を強調している。
【００５１】
  調整イメージを分かり易く伝えるために、図１４の色相図を使って具体的な調整例を示
す。図１４は色相及び彩度の変換を示す特性図であり、横軸にＢ－Ｙのレベルを、縦軸に
Ｒ－Ｙのレベルを示す。図１４では、色相８３の範囲内において赤色方向にその彩度を上
げている。これは彩度ＬＵＴにて赤色位相付近の彩度係数を１より大きくすればよい。次
に、肌色付近の色相８４では色相をわずかに赤方向に回転させた色相８４ａとし、さらに
彩度を上げている。肌色を健康的に見せるためである。この場合は図１３（ａ）に示すよ
うに、色相ＬＵＴで肌色位相付近でわずかに位相を減じる方向に、彩度ＬＵＴでは肌色位
相付近で彩度係数をやや強調するようにする。そして、空色など青色付近の色相８５では
彩度ＬＵＴにて青色の彩度を強調する。空色などは本来の色よりも彩度の高いほうが人の
見た目としては印象が良いとされている。
【００５２】
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　以上のようにして、所望色相の色相、彩度を任意に変換することができ、表示映像に対
する味付けの幅が広がり、豊かな映像表現が実現できる。  また、液晶プロジェクタなど
投射光源の色の影響で色再現が難しい場合でも、本発明を適用すれば上記液晶プロジェク
タで表示しにくい色あいを簡単に実現でき、その表示画質を大幅に向上することが可能で
ある。
【００５３】
　以上説明したように、本発明によれば、好適な色調整が可能になる。

【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明による液晶表示装置の第１の実施例を示すブロック図である。
【図２】色信号を入力し、輝度信号と色差信号を出力するマトリクス回路の一実施例を示
すブロック図である。
【図３】輝度と色差信号を入力し色信号を出力するマトリクス回路の一実施例を示すブロ
ック図である。
【図４】色相検出回路の一実施例を示すブロック図である。
【図５】再度検出回路の一実施例を示すブロック図である。
【図６】色相と彩度の関係を説明するための特性図である。
【図７】色差信号の色相と正規化したレベルを示す特性図である。
【図８】本発明による画像表示装置の第２の実施例を示すブロック図である。
【図９】本発明による画像表示装置の第３の実施例を示すブロック図である。
【図１０】画面に他の画面をはめ込んだ場合の表示ディスプレイの正面図である。
【図１１】画面に２つの画面をはめ込んだ場合の表示ディスプレイの正面図である。
【図１２】本発明による画像表示装置の第４の実施例を示すブロック図である。
【図１３】色相の特定の設定を示す色相ＬＵＴ及び彩度の特定の設定を示すＬＵＴの特性
図である。
【図１４】色相及び彩度の変換を示す特性図である。
【図１５】本発明による画像表示装置の第５の実施例を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００５５】
　１…信号源、２、１６…マトリクス回路、３…色相検出回路、４…彩度検出回路、１３
…色差再生回路、６０…除算回路、６１…逆三角関数回路、６４…平方根回路、８０…切
換制御回路、９０…色相ＬＵＴ、９１…彩度ＬＵＴ。
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